
 

日本のがん遺伝子パネル検査、初回評価の結果は？／Int J Clin Oncol 

日本では 2019 年 6 月にがん遺伝子パネル検査が保険収載され、専門家で構成される molecular tumor 

board（エキスパートパネル）を備えた施設が検査実施施設として当局より指定されている。その実績

に関する評価の結果が報告された。エキスパートパネルの標準化は、臨床現場でのがんゲノム医療の実

装に重要な課題である。国立がん研究センター中央病院の角南 久仁子氏らは、中核病院でのエキスパ

ートパネルの実績について初期評価を行い、臨床的意義付けの標準化についてさらに調査が必要である

ことを示した。International Journal of Clinical Oncology 誌オンライン版 2021 年 1 月 1 日号掲載

の報告。 

 研究グループは、2019 年 6 月～2020 年 1 月に中核病院 11 施設においてがん遺伝子パネル検査を実施

した連続症例のデータを収集し、検査結果に基づいて治験薬を含む遺伝子異常に合致する治療を行った

症例、および遺伝カウンセリングが推奨された症例の割合を調査。また、模擬症例 2例について各エキ

スパートパネルがアノテーションを実施。そのレポートについて中央評価した。 

 主な結果は以下のとおり。 

・エキスパートパネルの主要メンバーが事前に結果レポートをレビューしておくことによって、エキス

パートパネル会議が双方向かつ効率的となり、時間を節約できたと報告された。 

・がん遺伝子パネル検査の実施数は計 747 例で、このうち 28 例（3.7％）が遺伝子異常に合致する治療

を受けた。 

・遺伝カウンセリングの紹介に至った症例は 17 例（2.3％）であった。 

・模擬症例に関するアノテーションレポートは各エキスパートパネルで異なっており、とくに、推奨さ

れる治験数は、臨床試験への実際の参加者数に関連していると考えられた。 
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